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読売新聞墓参会記事

　

イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
（
旧
ボ

ン
ベ
イ
）
に
あ
る
日
本
人
墓
地

が
設
置
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
。
３
日
に
は
在
留
邦
人
が
墓

参
会
を
行
っ
て
、
明
治
期
か
ら

ア
ジ
ア
有
数
の
商
都
を
舞
台
に

活
躍
し
た
先
人
を
し
の
ぶ
。（
ム

ン
バ
イ
で　

永
田
和
男
）

最
盛
期
３
０
０
０
人
居
住

　

在
留
邦
人
の
た
め
の
墓
地

は
、
１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）

に
ボ
ン
ベ
イ
日
本
人
会
が
現
在

の
市
内
ウ
ォ
ル
リ
ー
地
区
で
永

代
使
用
許
可
を
受
け
た
の
が
始

ま
り
。
現
地
は
今
、
市
内
有
数

の
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
で
、
墓
地
内

で
も
、
近
く
の
大
通
り
を
走
る

自
動
車
の
警
笛
が
時
折
、
聞
こ

え
る
。

　

墓
地
を
管
理
す
る
ム
ン
バ
イ

の
日
本
山
妙
法
寺
住
職
、
森
田

捷し
ょ
う
せ
ん
泉
さ
ん
（
60
）
に
よ
る
と
、

戦
前
か
ら
の
日
本
人
墓
地
は
東

南
ア
ジ
ア
で
は
い
く
つ
か
見
ら

れ
る
が
、
南
ア
ジ
ア
で
は
珍
し

い
。
ボ
ン
ベ
イ
で
火
葬
さ
れ
た

後
、
日
本
に
遺
骨
が
運
ば
れ
た

ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
数
か
月
の

船
旅
を
要
し
た
時
代
で
は
家
族

が
駆
け
つ
け
る
の
も
容
易
で
な

く
、
今
な
お
日
本
人
墓
地
で
眠

る
遺
骨
も
約
30
柱
あ
る
と
い

う
。

　

供
養
塔
の
墓
誌
に
は
、
こ
の

08
年
10
月
３
日
付
、
読
売
新
聞
・
国
際
面
の
記
事
か
ら

日
本
人
墓
地
１
０
０
周
年

　
　
　
　
　

印
ム
ン
バ
イ　

き
ょ
う
墓
参
会
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地
で
倒
れ
た
人
々
の
名
前
と
享

年
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
働
き

盛
り
の
年
齢
の
男
性
の
多
く

は
、
綿
花
買
い
付
け
の
商
社
員

と
さ
れ
る
。

　

明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策

の
柱
と
な
っ
た
紡
績
の
原
材
料

で
あ
る
綿
花
は
、
当
初
中
国
か

ら
の
輸
入
が
主
だ
っ
た
が
、

１
８
９
０
年
代
に
は
英
領
イ
ン

ド
か
ら
の
輸
入
が
こ
れ
を
上

回
っ
た
。
品
質
や
、
供
給
の
安

定
性
で
中
国
産
に
勝
っ
て
い
た

た
め
と
さ
れ
る
が
、
綿
花
貿
易

の
拠
点
ボ
ン
ベ
イ
で
は
当
時
、

「
日
本
人
商
人
は
英
国
人
も
行

か
な
い
内
陸
の
村
ま
で
足
を
延

ば
し
て
買
い
付
け
て
い
る
、
と

驚
異
の
目
で
見
ら
れ
て
い
た
」

（
近
代
東
ア
ジ
ア
史
専
攻
の
マ

ダ
ビ
・
タ
ン
ピ
・
デ
リ
ー
大
准

教
授
）
と
い
う
。

　

墓
誌
に
は
、
ま
だ
若
か
っ
た

女
性
の
名
前
も
多
い
。
い
わ
ゆ

る
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
と
し
て

ボ
ン
ベ
イ
の
歓
楽
街
に
連
れ
て

こ
ら
れ
た
人
た
ち
も
か
な
り
い

た
ら
し
い
。
市
内
に
は
次
第
に

日
本
人
街
も
形
成
さ
れ
、
鮮
魚

商
や
呉
服
店
も
並
ぶ
に
ぎ
わ
い

と
な
っ
て
、
最
盛
期
の
昭
和
初

期
に
は
約
３
０
０
０
人
の
日
本

人
が
ボ
ン
ベ
イ
で
暮
ら
し
て
い

た
と
言
わ
れ
る
。

　

日
本
企
業
の
イ
ン
ド
進
出
は

近
年
、
再
び
増
加
し
て
い
る
が
、

ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
会
員
は
現

在
約
２
５
０
人
。
森
田
住
職
は

「
今
と
比
較
に
な
ら
な
い
苦
労

を
乗
り
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
し
た
先
人
を
、
そ
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
受
け
継
ぐ
今
の
日
本
人
が

慰
霊
す
る
の
は
大
変
意
義
深
い

こ
と
」
と
述
べ
、
墓
参
会
に
多

く
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。
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在
留
邦
人
の
精
神
的
拠
り
所

前
ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
名
誉
会
長
（
前
在
ム
ン
バ
イ
日
本
国
総
領
事
）

萩
生
田　

浩
次

　

こ
の
度
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
が
創
建
さ
れ
一
世
紀
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
ム
ン

バ
イ
日
本
人
会
の
ご
後
援
に
よ
り
、
記
念
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
を
欣
快
に
思
い
ま

す
。

　

日
本
人
墓
地
は
、
こ
こ
に
眠
る
日
本
人
が
イ
ン
ド
と
出
会
い
、
こ
の
地
に
生
き
、
そ
の
生
涯
を
懸
け
て

日
本
と
ム
ン
バ
イ
及
び
イ
ン
ド
中
西
部
間
の
交
流
の
絆
と
な
っ
た
証
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
視
点
に
立
ち
、

ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
１
０
０
周
年
に
寄
せ
て
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掲
げ
激
し
い
反
英
運
動
を
開
始
す
る
等
、
大
英
帝
国
の
支
配
に
反
対
す
る
イ
ン
ド
人
の
民
族
運
動
が
本
格

的
に
始
動
し
ま
す
。

　

英
国
統
治
下
の
ム
ン
バ
イ
は
、
イ
ン
ド
初
期
民
族
独
立
運
動
史
を
飾
る
中
西
部
地
域
の
政
治
的
拠
点
と

し
て
幾
多
の
有
力
政
治
指
導
者
の
活
動
舞
台
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
中
西
部
の
戦
略
的
要
衝
に
位
置

す
る
商
都
と
し
て
、
首
都
の
コ
ル
カ
タ
を
凌り
ょ
う
が駕
す
る
経
済
金
融
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、

欧
州
と
イ
ン
ド
を
結
ぶ
最
短
の
通
商
ル
ー
ト
の
玄
関
口
と
し
て
殷い
ん

賑し
ん

を
極
め
て
い
た
こ
と
は
ご
承
知
の
通

り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
世
紀
前
は
日
本
と
イ
ン
ド
は
独
立
国
家
間
の
関
係
で
は
な
く
、
日
英
同
盟
関
係
と
い

う
大
き
な
政
治
的
枠
組
み
の
下
で
の
、
特
殊
な
相
互
関
係
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
と
イ
ン
ド
間
で
経
済
通
商
を
中
心
と
す
る
緊
密
な
交
流
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
九
世
紀
後
半
以
降
の
ア
ジ
ア
で
は
、
特
に
ム
ン
バ
イ
及
び
中
西
部
地
域
に
お
け
る
イ
ン
ド
近
代
紡
績

業
の
誕
生
を
契
機
に
、
阿
片
に
代
わ
り
綿
糸
・
綿
製
品
を
主
要
産
品
と
す
る
綿
業
基
軸
体
制
の
交
易
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
築
か
れ
、
諸
地
域
間
の
貿
易
の
急
速
な
発
展
を
も
た
ら
し
ま
す
。
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
環
と
し
て
横
浜
・
ム
ン
バ
イ
間
の
海
上
航
路
が
開
設
さ
れ
る
に
伴
い
、
日
本
の

近
代
産
業
発
展
を
主
導
し
た
紡
績
業
は
大
き
く
成
長
を
遂
げ
ま
す
。
我
が
国
の
黎
明
期
の
綿
工
業
の
発
展

段
階
に
お
い
て
、
原
料
の
確
保
や
供
給
先
と
し
て
イ
ン
ド
、
な
か
ん
ず
く
、
イ
ン
ド
紡
績
業
を
牽
引
し
た

ま
ず
、
過
去
一
世
紀
の
日
印
交
流
の
変
遷
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

百
年
前
の
日
本
は
、
言
わ
ば
近
代
国
家
建
設
過
程
の
揺よ
う

籃ら
ん

期
に
あ
り
ま
し
た
。
一
九
〇
二
年
（
明
治

三
十
五
年
）
に
英
国
と
締
結
し
た
同
盟
条
約
を
足
が
か
り
に
、
辛
く
も
日
露
戦
争
に
勝
利
し
、
さ
ら
に
日

韓
併
合
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
激
変
す
る
極
東
の
国
際
情
勢
の
渦
中
で
、
日
本
は
国
の
安
全
を

守
る
一
方
、
文
明
国
に
比
肩
す
る
地
位
を
築
く
べ
く
、
西
欧
型
近
代
国
家
建
設
に
邁
進
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
内
経
済
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
手
工
業
的
在
来
産
業
の
蓄
積
の
上
に
、
西
欧
か
ら
の
近
代
技
術
の
移
転

摂
取
に
努
め
て
い
ま
し
た
が
、
工
業
化
が
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
発
展
途
上
に
あ
り
、
産
業
基
盤
は
軽
工

業
中
心
の
、
依
然
と
し
て
脆
弱
な
性
格
を
有
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

世
界
経
済
の
景
気
後
退
を
背
景
に
、
日
露
戦
争
に
よ
る
資
源
動
員
と
消
耗
も
あ
っ
て
、
日
本
の
地
方
や

農
村
地
域
は
概
し
て
疲
弊
し
て
い
た
趣
で
、
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
に
ブ

ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
イ
ン
ド
は
、
日
の
沈
む
こ
と
な
き
大
英
帝
国
の
威
光
を
体
現
す
る
、
宝
石
に
も
例
え
ら
れ
る
植

民
地
と
し
て
、
盤
石
の
英
植
民
統
治
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
二
十
世
紀
の
初
頭
、
コ
ル

カ
タ
に
首
都
を
置
い
た
英
領
植
民
地
政
府
が
ベ
ン
ガ
ル
州
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
地
域
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
地

域
に
分
割
す
る
施
策
を
発
表
し
た
こ
と
が
イ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
、
国
民
会
議
派
が
ベ
ン

ガ
ル
分
割
案
に
反
発
し
、
ス
ワ
ラ
ー
ジ
（
完
全
自
治
）・
ス
ワ
デ
ー
シ
（
国
産
愛
用
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
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も
相
当
規
模
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）、
日
本
と
独
立
イ
ン
ド
は
外
交
関
係
を
樹
立

し
ま
し
た
。
戦
後
の
日
本
社
会
経
済
の
復
興
期
に
、
ム
ン
バ
イ
を
中
心
と
す
る
中
西
部
か
ら
は
、
重
工
業

の
発
展
に
は
不
可
欠
の
重
要
資
源
の
鉄
鉱
石
が
大
量
に
日
本
に
輸
出
さ
れ
、文
字
通
り
日
本
の
経
済
成
長
・

工
業
発
展
の
た
め
の
糧
を
供
給
す
る
形
で
の
温
か
い
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
代
半
ば
に
は
ム
ン
バ
イ
市
と
横
浜
市
と
の
間
の
姉
妹
都
市
関
係
が
結
ば

れ
、
そ
の
後
半
世
紀
に
わ
た
り
、
日
印
間
の
唯
一
の
市
民
自
治
体
レ
ベ
ル
の
交
流
の
窓
口
と
な
っ
て
き
た

こ
と
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
印
関
係
は
二
つ
の
世
界
大
戦
を
挟
み
、
国
際
情
勢
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
、
紆
余
曲

折
を
辿
り
つ
つ
も
発
展
し
、
今
日
で
は
戦
略
的
／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
枠
組
み
の
下
、

政
治
分
野
か
ら
国
民
交
流
ま
で
の
広
範
多
岐
に
わ
た
る
協
力
が
進
み
、
両
国
関
係
は
一
層
緊
密
化
し
て
い

ま
す
。

　

ム
ン
バ
イ
は
引
き
続
き
イ
ン
ド
第
一
の
金
融
経
済
活
動
の
中
心
地
と
し
て
、
か
つ
新
興
国
家
の
成
長
を

象
徴
す
る
商
都
と
し
て
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
最
近
で
は
日
本
と
の
直
行

航
空
便
も
開
設
さ
れ
、
地
理
的
距
離
感
が
一
挙
に
縮
ま
り
、
経
済
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
も
着
実
に
拡
大
を
見
て

い
ま
す
。

ム
ン
バ
イ
は
極
め
て
重
要
な
貢
献
を
行
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
世
の
貿
易
立
国
日
本
の
片
鱗
を
伺
わ
せ
る
よ
う
に
、
そ
の
当
時
か
ら
経
済
商
業
活
動
等
に
従
事
す
る

少
な
か
ら
ぬ
日
本
人
が
遙
か
天
竺
の
ム
ン
バ
イ
や
中
西
部
地
域
の
内
陸
部
ま
で
綿
花
買
い
付
け
等
で
足
を

運
ん
で
い
た
事
実
に
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
因
み
に
、
十
九
世
紀
末
の
時
点
で
、
日
本
の
対
外

貿
易
の
約
一
割
は
英
領
イ
ン
ド
と
の
貿
易
が
占
め
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
後
の
第
一
次

世
界
大
戦
を
経
て
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
代
に
至
る
ま
で
日
印
貿
易
は
順
調
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

経
済
通
商
業
務
の
拡
大
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
日
本
と
イ
ン
ド
中
西
部
地
域
と
の
人
的
な
往
来
が
活
発
に

な
り
、
日
本
人
同
胞
の
権
益
擁
護
の
観
点
か
ら
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）
に
は
ム
ン
バ
イ
に
日

本
政
府
最
初
の
機
関
と
し
て
日
本
領
事
館
が
開
設
さ
れ
、
ま
た
本
邦
に
於
い
て
は
、
イ
ン
ド
と
の
通
商
交

流
促
進
を
図
る
た
め
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
年
）
に
大
隈
重
信
や
渋
沢
栄
一
に
よ
っ
て
東
京
で
日

印
協
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

百
年
前
の
時
点
で
す
で
に
日
本
と
ム
ン
バ
イ
と
の
間
で
緊
密
な
経
済
通
商
を
軸
と
す
る
交
流
が
行
わ

れ
、
ま
た
日
印
友
好
関
係
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
が
多
数
存
在
し
た
事
実
は
広
く
知
ら
れ
て
良
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
こ
れ
ら
先
達
の
努
力
が
相
俟
っ
て
現
在
の
日
印
間
に
強
固
な
友
好
関
係
が
築
か
れ

て
い
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
因
み
に
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
時
点
で
ム
ン
バ
イ
日

本
領
事
館
が
把
握
し
て
い
た
管
轄
地
域
の
日
本
人
は
五
百
八
十
七
名
と
の
記
録
が
あ
り
、
約
八
十
年
前
に
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一
世
紀
の
星
霜
の
間
に
、
在
留
邦
人
の
中
に
は
図
ら
ず
も
当
地
ム
ン
バ
イ
及
び
中
西
部
地
域
で
死
没
さ

れ
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
に
永
眠
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
本
人
墓
地
が
一
世
紀
の
永
き
に
わ
た
り
我
ら
同
胞
の
霊
を
慰
め
る
た
め
の
施
設
と
し
て
の
機
能

だ
け
で
な
く
、
時
に
は
在
留
邦
人
の
精
神
的
拠
り
所
の
役
割
を
併
せ
担
っ
て
き
た
こ
と
を
知
り
、
崇
敬
の

念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
墓
地
の
管
理
運
営
並
び
に
節
目
で
の
法
要
等
の
行
事
を
献
身
的
に
行
っ
て
こ
ら
れ
た
日
本
山
妙

法
寺
西
天
竺
ボ
ン
ベ
イ
道
場
、
及
び
そ
れ
を
側
面
援
助
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
、
並
び
に

同
胞
の
慰
霊
の
場
所
を
快
く
提
供
さ
れ
た
ム
ン
バ
イ
市
当
局
、
さ
ら
に
は
、
墓
地
施
設
の
維
持
の
た
め
に

物
心
両
面
で
多
大
な
助
力
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
ビ
ル
ラ
・
グ
ル
ー
プ
を
始
め
と
す
る
イ
ン
ド
経
済
実
業

家
・
篤
志
家
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
対
し
、
改
め
て
衷
心
よ
り
敬
意
と
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
全
う
し
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
に
眠
る
同
胞
諸
氏
の
霊
が
安
ら
か
な
る
こ

と
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
隅
を
照
ら
す
一
条
の
光
明
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て

日
本
山
妙
法
寺
孟
買
道
場
主
任

森
田　

捷
泉

　

孟
買
で
永
遠
に
眠
り
に
就
か
れ
て
い
る
日
本
人
の
方
々
の
霊
魂
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、
ま
た
当
山
の
開

基
原
点
と
も
な
り
ま
し
た
日
本
人
墓
地
に
托
鉢
（
街
頭
修
行
）
を
し
な
が
ら
幾
度
と
な
く
足
を
運
ん
で
お

り
ま
す
。
以
前
よ
く
お
寺
に
宿
泊
さ
れ
ま
し
た
旅
行
者
の
青
年
た
ち
、
諸
々
の
目
的
を
持
っ
て
訪
問
参
詣

さ
れ
た
方
々
を
お
誘
い
し
、
引
率
し
、
市
中
を
巡
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
々
の
中
の
ス
ラ
ム
街
、
現
在
移
転
さ
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
紡
績
工
場
の
合
間
の
長
屋
街
、
路
上
生
活
者

ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
１
０
０
周
年
に
寄
せ
て
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ま
ず
お
掃
除
を
し
、
香
華
・
灯
明
を
し
て
、
玄
題
塔
に
イ
ン
ド
の
諸
宗
教
融
和
の
た
め
の
祈
願
を
し
、

供
養
塔
に
追
善
の
お
祈
り
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
て
同
行
さ
れ
た
方
々
に
日
本
人
墓
地
の
由

緒
を
お
話
し
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
数
多
く
の
方
々
に
こ
の
よ
う
に
し
て
お
参
り
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
元
旦
の
日
本
人
墓
地
の
写
真
に
、
ト
タ
ン
屋
根
に
蓆
む
し
ろ

掛
け
し
た
掘
立
小
屋

の
最
初
の
御
草
庵
が
写
っ
て
お
り
ま
す
。（
口
絵
中
の
一
九
三
三
年
撮
影
の
写
真
参
照
）

　

蓆
は
当
時
の
在
孟
買
日
本
人
の
方
々
へ
の
正
月
用
品
が
年
末
、
日
本
か
ら
船
荷
さ
れ
、
そ
の
梱
包
に
使

わ
れ
た
も
の
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

　

御
師
匠
様
は
在
留
孟
買
日
本
人
の
方
々
か
ら
物
心
両
面
に

わ
た
る
援
助
と
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
日
本
人
墓
地
の
御

草
庵
を
前
哨
地
と
し
て
内
な
る
祈
り
、
精
神
性
、
宗
教
性
で

今
ま
で
人
類
史
上
未
曽
有
の
イ
ン
ド
の
政
治
革
命
、
独
立
運

動
に
立
正
安
国
の
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
独
立
運
動
に

参
加
さ
れ
た
数
十
万
の
イ
ン
ド
の
方
々
は
、
そ
の
貴
い
犠
牲

壇
に
立
た
れ
ま
し
た
が
、
人
類
は
精
神
文
明
で
救
わ
れ
る
の

日本山妙法寺の前部

の
方
々
は
私
た
ち
が
通
過
す
る
頃
を
見
計
ら
っ
て
自
分

か
ら
履
き
物
を
脱
が
れ
、
足
元
に
ぬ
か
ず
か
れ
、
礼
拝

し
な
が
ら
五
十
パ
イ
サ
、
あ
る
い
は
一
ル
ピ
ー
を
喜
捨

し
て
下
さ
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
で
は
聖
地
巡
行
者
、
行
脚
修
行
者
の
周
り
の

塵
ま
で
も
貴た
っ
とい
と
さ
れ
、
そ
の
塵
ま
で
も
受
け
入
れ
る

意
味
で
礼
拝
さ
れ
ま
す
。
ダ
ル
シ
ャ
ン
と
申
し
て
お
り

ま
す
。

　

町
角
で
、
道
路
上
で
、
到
る
所
で
施
す
者
、
供
に
応

じ
る
者
双
方
が
但
行
礼
拝
し
、
お
互
い
の
心
中
の
仏
性

を
拝
み
合
い
、
そ
の
光
景
を
見
て
い
る
通
行
人
、
窓
か

ら
眺
め
て
い
る
住
居
人
ま
で
も
平
和
な
風
光
に
浸
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
に
街
頭
修
行
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
、
言
辞
に
尽
せ
な
い
、
何
と
も
あ
り
が
た
い
、
貴
い

精
神
的
な
高
揚
を
覚
え
な
が
ら
町
々
を
練
っ
て
歩
い
て
行
き
、
ウ
ォ
ル
リ
ー
の
日
本
人
墓
地
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。

2008年10月３日に行われたムンバイ日本人墓地100
周年記念の墓参会のおり、導師を務める森田上人
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だ
と
い
う
証
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
未
来
に
光
明
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
由
緒
の
あ
り
ま
す
日
本
人
墓
地
が
永
年
、
在
ム
ン
バ
イ
日
本
国
総
領
事
館
、
ム
ン
バ
イ
日

本
人
会
に
よ
っ
て
護
持
・
運
営
さ
れ
、
整
備
さ
れ
、
荘
厳
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
有
り
難
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
孟
買
日
本
人
墓
地
開
創
百
年
を
記
念
し
て
冊
子
が
発
行
さ
れ
ま
す
こ
と
、
ま
こ
と
に
幸
甚

に
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
世
界
が
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
面
で
黒
い
大
き
な
闇
に
覆
わ
れ
、
包
ま

れ
て
い
く
今
日
、
こ
の
冊
子
の
発
行
が
世
界
の
一
隅
を
照
ら
す
一
条
の
光
明
と
な
ら
ん
こ
と
を
信
じ
奉
り

つ
つ
。
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熊本日日新聞記事

ム
ン
バ
イ
の
日
本
山
妙
法
寺
住
職
、
森
田
捷
泉
さ
ん
が
同
市
内
を
街
頭
修
行

す
る
様
子
を
報
じ
た
熊
本
日
日
新
聞
の
記
事
（
平
成
21
年
３
月
24
日
・
朝
刊
）


